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成 果 課 題⼩学校理科

Ⅱ－３（１）成果と課題

○メダカの雌雄を見分ける方法を理解すること
関連問題 ２（１）

○振り子の運動の規則性を振り子時計の調整
の仕方に適用できること
関連問題 １（２）

○メスシリンダーの名称を理解し，適切な使い
方を身に付けていること
関連問題 ３（４），（５）

○溶けきれなくなって出てきた砂糖の量につい
て分析するために，グラフを基に考察し，そ
の内容を記述できること
関連問題 ３（６）

成果が見られた内容

○星座や雲の動きについて，観察記録を基に
考察して分析すること
関連問題 ４（４）

○月は１日のうち時刻によって形は変わらない
が，位置が変わることを理解していること
関連問題 ４（２）

○水の温まり方を考察するために，実験結果を
基に，自分の考えを改善すること
関連問題 ３（３）

○グラフを基に地面の様子と気温の変化を関
係付けながら考察して分析すること
関連問題 ４（６）

課題が見られた内容
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Ⅱ－３（２）成果が⾒られた問題①
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⼩学校理科
○正答率が最も高く，全国平均を最も上回った問題
２（１） ・本県８９．２％，全国７８．０％，（＋１１．２）

今後更に⼒を伸ばすために
本設問を活かした学習指導例
○ 生物の特徴の理解については、はじめから教師
が説明するのではなく、児童に観察の時間を十分
与え、観察記録や児童の気付きから、類似点や相
違点などに気付かせるような学習活動を展開する。

熊本県学⼒調査における関連問題

【平成２２年度県学力調査小３問題】

問題の趣旨 メダカの雌雄を見分ける方法を理解している
かどうかをみる。

(1) よし子さんは，水そうの中におすとめすのメダカがいるかどうかを調

べることにしました。メダカのどの部分を見ると，おすとめすを見分け

ることができますか。下の１から４までの中から２つ選んで，その番号

を書きましょう。

１ せびれ

２ はらびれ

３ しりびれ

４ おびれ

(5) 学級園やそのまわりに下の図のような植物がはえてきました。それらを
くらべてかんさつし，からだのつくりのちがいをもとに，(ア)と(イ)に分
けました。(ア)と(イ)ではどんなちがいがあるか，説明しましょう。

エノ コログサ ツユクサ

(ア) (イ)

オナモミ シロザ
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Ⅱ－３（２）成果が⾒られた問題②
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⼩学校理科

○正答率が全国平均を上回った問題
３（６） ・本県３０．５％，全国２８．９％，（＋１．６）

熊本県学⼒調査における関連問題

成果が⾒られた問題 今後更に⼒を伸ばすために
天気の様子と気温の変化，水の状態変化と温度
の変化などの学習において，観察・実験の結果を
グラフに表し，変化とその要因を関係付けて考える
活動を重視した授業を展開する。

【平成２５年度県学力調査小６問題】

問題の趣旨
溶けきれなくなって出てきた砂糖の量について分析
するために，グラフを基に考察し，その内容を記述で
きるかどうかをみる。

たくやさんは，学
習問題について左
のように予想しま
した。たくやさん
の予想をもとにす
れば， 実験結果の
グラフはどのよう
になるか，左の３
つのグラフから選
んで（ ）に○をつ
けましょう。

前のページのグラフから考えると，砂糖水を５℃の冷蔵
庫からとり出したとき，とけきれなくなってたまっていた
砂糖は何ｇだと考えられますか。下の１から４までの中か
ら１つ選んで，その番号を書きましょう。また，その番号
を選んだわけを書きましょう。

グラフから，ろ過してとけ残った砂糖をとり
除いた５０℃の砂糖水には，２６０ｇの砂糖が
とけていることがわかるね。

水の温度が下がると，砂糖のとける
量が減っていくんだね。
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Ⅱ－３（３）課題となった問題①
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⼩学校理科

●正答率が全国平均を下回った問題
・４（４） 本県６３．４％，全国６５．０％（－１．６）

課題

課題となった問題

指導のポイント

星座と雲の動きについて，観察記録を基に規準となる
目印と照らし合わせて考察して分析すること
【誤答例】
・「星座は右，雲は左に動いた」と解答 （１３．１％）
・「星座は左，雲は星座より大きく左に動いた」と解答

（１１．５％）

第３学年で身に付けた「太陽が東から南を
通って西の方に動いていく」という考えを基に，
星の動きと太陽の動きを関係付けて予想させ，
見通しをもって観察できるようにする。
また，星座の位置の変化を捉えさせるために，

定点観察の方法を身に付け，観察した結果の記
録を時刻ごとに並べ，目印にした物を基準とし
て星座や雲の位置がどのように変化しているか
について考えさせることも大切です。

(4) ゆりえさんが送った４枚の観察カードから，星座や星座をかくしてい
た雲は，ゆりえんさんから見てどのように動いたと考えられますか。下の１
から４までの中から１つ選んで，その番号を書きましょう。

１ 星座は左に動き，星座をかくしていた雲は右に動いた。

２ 星座は左に動き，星座をかくしていた雲は星座よりも大きく左に
動いた。

３ 星座は右に動き，星座をかくしていた雲は左に動いた。
４ 星座は右に動き，星座をかくしていた雲は星座よりも大きく右に
動いた。

観察カードを見ると，
星座がどのように動いた
のかわかったよ。

星座と星座をかくして
いた姿を記録したよ。
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Ⅱ－３（３）課題となった問題②
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⼩学校理科

●正答率が全国平均を下回った問題
・３（３） 本県５０．９％，全国５１．７％（－０．８）

課題となった問題

指導のポイント

水の温まり方を考察するために，実験結果を基に他者の
考えを認識し，自分の考えを改善すること
【誤答例】
・「としおさんの予想と同じ考え」と解答 （２２．８％）
・「りか子さんの予想と同じ考え」と解答 （１５．４％）

実験をする前に，問題に対する予想や仮説を明
らかにし，話合いを通して，自分の考えと他者の
考えの違いを捉えさせましょう。
また，実験後には，実験の結果を予想や仮説と

照らし合わせて考察させことが大切です。
その際，実験で得られた個々のデータを個人や

グループで見直し，共通性や傾向性に着眼して考
察させることが必要です。
自分の考えだけでなく，他者の考えを受け入れ，

自他の予想や仮説を検討する場を学習過程に位置
付けることで，自分の考えをより妥当なものに改
善できるようにしましょう。

課題

実験結果から，あたためられた水
の動き方は，ぼくの予想とちがって
いたな。
この結果から考え直すと（ イ ）
になるな。

(３) 実験した結果は，下の表のようになりました。

あきらさんのことばの（ イ ）の中にあてはまるものを，下の１から
４までの中から１つ選んで，その番号を書きましょう。

１ ゆかりさんの予想と同じ考え
２ としおさんの予想と同じ考え
３ りか子さんの予想と同じ考え
４ ３人の予想とはちがう考え
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Ⅱ－３（４）質問紙調査
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理科の勉強，観察や実験を行うことが好きである児童の割
合は，全国平均より高い傾向にあります。
学習内容を日常生活に活用できないかを考えること，観察
や実験の振り返りについても，全国平均より高い傾向にあり
ます。
予想をもとに観察や実験の計画を立てることについては，
全国平均を下回っていますが，平成２４年度に比べ改善傾
向にあります。

○ 理科の勉強は好きですか。
・本県85.9％，全国83.5％，差＋2.4

○観察や実験を行うことは好きですか。
・本県92.1％，全国90.1％，差＋2.0

○理科の授業で学習したことを普段の生活の中で活用でき
ないか考えますか。
・本県72.2％，全国69.3％，差＋2.9

○観察や実験の進め方や考え方が間違っていないかを振り
返って考えていますか。
・本県69.6％，全国67.1％，差＋2.5

● 自分の予想をもとに観察や実験の計画を立てています
か。
・本県74.9％，全国75.3％，差－0.4

※割合は，「当てはまる」「どちらかといえば当てはまる」の合計

○理科の指導として，前年度までに，補充的な学習の指
導を行いましたか。
・本県91.1％，全国84.0％，差＋7.1

○理科の指導として，前年度までに，発展的な学習の指
導を行いましたか。
・本県63.2％，全国47.2％，差＋16.0

○理科の指導として，前年度までに，自ら考えた仮説をも
とに観察，実験の計画を立てさせる指導を行いましたか。
・本県86.7％，全国81.6％，差＋5.1

○理科の指導として，長期休業期間中に自由研究や課題
研究などの家庭学習の課題を与えましたか。
・本県97.8％，全国84.3％，差＋13.5

※割合は，「よく行った」「どちらかといえば行った」の合計

児童質問紙
補充的な学習や発展的な学習の実施状況は，全国平均よ
り高い傾向にあります。
また，科学的な体験や自然体験をする授業，仮説を基に観
察・実験の計画を立てさせる授業の実施状況，長期休業期
間中に自由研究や課題研究などの家庭学習を課すことにつ
いても，全国平均より高い傾向にあります。

学校質問紙
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Ⅱ－３（５）今後の取組

○ 外部検討委員と協議により，修正
なし

学⼒調査結果の分析から明らかになった理科の課題改善のため
次の点に取り組みましょう。

これまでの継続的な課題

新たに明らかになった課題

○実験・結果を基に実験方法につい
て条件制御の観点から改善を図る
こと
○グラフを基に実験結果を分析し根
拠を示すこと

○観察・実験の結果をグラフや
図表などに表し，変化とその
要因を関係付けて考えること

○観察記録を時系列で捉え，星
座や雲の変化の様子を考察
できること

授業の中で

日々の取組の中で

○予想や仮説をもち，実験結果を見通しながら実験を
計画すること

○実験結果を予想と照らし合わせ，より妥当な考えに
改善できるようにすること

○観察・実験を適切に記録し，表やグラフなどに表せ
るようにすること

○科学的な言葉の意味を的確に捉え，
日常生活に当てはめて考えられるよう
にすること
○定点観察の技能と記録の仕方を身に
付け，適切に記録できるようにすること

取

組


